
か

た

つ

む

り

方

言

の

変

化

が

も

っ

地

理

的

意

味

に

つ

い

て

一 、
「
鍋
牛
考」
の
予
見

かたつむり方言の変化がもっ地理的意味について

か
た
つ
む
り
方
言
は 、
国
立
国
語
研
究
所
編
「
日
本
言
語
地
図」
(
以
下
L

A
J
と
い
う)
第
五
巻
問 、
却 、
m
「
か
た
つ
む
り
(
腕
牛
ご
に
よ
る
と 、

異
な
り
語
数
制
語
が
笠
録
さ
れ
て
い
て 、
い
わ
ゆ
る
方
言
量
の
多
い
項
目
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る 。
と
と
ろ
が
現
実
に
は 、
地
理
的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
もつ
も

の
(
以
下 、
広
域
方
言
と
い
う)
は
幾
種
類
も
な
く 、
ご
く
限
ら
れ
た
狭
い
地

域
に
行
な
わ
れ
る
も
の
(
以
下 、
狭
域
方
言
と
い
う)
の
種
類
が
多
い
の
で
あ

注
l

る 。
今
第1
表
に
L
A
J
で
得
た
地
点
数
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
を
し
め
す
と 、

全
国
の
調
査
地
点
(
延
地
点)
N-∞
=
中 、
y
E∞
は 、
上
位
の
わ
ず
か
ロ
語

(6
系
統)
で
占
め
る 。
逆
に 、
-
地
点
か
ら
6
地
点て
い
ど
に
か
け
て
の
み

行
な
わ
れ
る
語
ば
か
り
似
語
も
あ
る 。

注2

蛸
牛
方
言
は
柳
田
国
男
氏
の
「
蛸
牛
考」
に
す
で
に
抑
語
が
集
め
ら
れ
て
い

て 、
そ
乙
に
は
L
A
ー
に
な
い
形
が
m
語
あっ
た 。
最
近
続
々
と
出て
い
る
各

地
域
単
位
の
言
語
地
図
は 、
採
集
網
が
密
で
あ
り 、
現
在
な
お
鍋
牛
方
言
の
新

種
報
告
は
増
えつ
づ
け
て
い
る
の
で 、
全
国
的
に
は
L
A
J
の
幻
倍
か
ら
3
倍

注
3

の
方
言
量
が
あ
ろ
う
か
と
も関心
わ
れ
る 。
し
か
し 、
方
言
量
が
い
か
ほ
ど
あ
ろ

う
と
も 、
質
的
に
は
ζ
ζ
で
い
う
狭
域
方
言
ば
か
り
が
豊
富
と
い
う
範
囲
を
出

山

幸

洋

口

な
い
で
あ
ろ
う 。
も
ち
ろ
ん 、
地
域
単
位
の
言
語
地
図
の
な
か
に 、
た
と
え
ば

山
口
県
字
部
近
く
の
ャ、不ニ
シ
と
か
マ
イ
マ
イニ
シ
と
い
っ
た
ニ
シ
を
みつ
け

注4

注5

た
り 、
瀬
戸
内
海
小
豆
島
に
も
ダ
イロ
ー

が
あ
る
と
い
っ
た
新
た
な
収
殺
を
得

る
の
だ
け
れ
ど
も 、
そ
れ
ら
狭
域
方
言
の
性
格
と
か 、
広
域
方
言
と
狭
域
方
言

の
関
係
と
い
う
と
と
な
ら
L
A
J
に
既
に
現
わ
れ
て
い
る 。
小
稿
で
は
資
料
を

L
A
J
に
限
定
し 、
分
布
相
と
か
分
布
量
を
県
単
位
の
獲
得
地
点
数
で
あ
ら
わ

し
て
論
を
す
す
め
る
が 、
L
A
J
の
調
査
地
点
が
限
ら
れ
て
い
る
以
上 、
も
と

よ
り
方
言
の
実
数
で
は
な
く
相
対
的
な
目
安
と
し
て
使
う
も
の
で
あ
る 。

注6

柳
田
氏
が
不
満
を
述べ
ら
れ
た
の
に
か
か
わ
ら
ず 、
「
踊
牛
考」
に
お
け
る

方
言
周
図
論
以
外
の
か
ず
か
ず
の
卓
見
は 、
あ
ま
り
話
題
に
なっ
て
い
な
い 。

同
書
中
の
「
叢
詞
と
新
語
発
生」
と
か
「
命
名
は
興
味
か
ら」
あ
た
り
の
章
に

例
証
豊
富
な
「
児
童
の
命
名」
の
問
題 、
次
に
「
方
言
転
批
の
誘
因」
「
そ
の

種々
な
る
複
合
形」
あ
た
り
の
立
に
い
う
「
複
合
現
象」
も
実
は
地
理
的
な
意

味
を
持っ
て
い
た
の
で
あ
る 。
氏
が
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
「
方
言
の
辺
境
現

象」
と
い
う
と
と
ば
は
そ
れ
を
指
し
て
い
る 。
し
か
し 、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も

地
図
に
結
び
つ
け
て
示
さ
れ
た
な
ら
ば
効
果
的
で
あっ
た
よ
う
な
気
が
す
る 。

そ
れ
に
よっ
て 、
方
言
に
お
け
る
辺
境
事
実
に
は 、
そ
の
よ
う
な
新
語
発
生
の

一
面
と 、
古
語
残
存
の一
面
と
が
あ
る
乙
と
が
対
照
的
に
提
示
さ
れ
た
は
ず
で

13 



かたつむり方言ランキング

地点数|語数| 方 言 形 |地点数|語数| 方 言 形
1 1 デンデンムシ 11 ナメクジリ

1 1 カタツムリ 2 1 へピタ7クリ， チンナン

1 1 ダイロ(ー) 2 1 ツノンデ(ー)ロ， カ(ー)サンメ(ー〉

1 1 <'イ7イ 4 ナメクジラ， デデムシ， デンデン，

1 ナメクジ デPンデンムシムシ

1 カタツ(ン〕プリ 3 カサツムリ， チンナミ， メーメーツプロ

1 デーロ(ー) 2 ゼンゼンムシ， ツノコダシ

1 1<，メクジ 2 モイモイ， マーメ

1 カサツプリ 3 デンデムシ，カタタ(ン).カ(ー)サン7イ

1 カタツモリ 10 カサッバチ， メメンジョ他

l ツンク'ラメ 10 ツ(ン)ケー7ゴシロ， マイ7イズ他

l ツグラメ 8 ツプ. <'イ7イツプリ{也

1 カタカタ 33 イエカリー， ジュジュムシイ也

2 メーメー タ(ン)<'クラ | 61 カイカズキ， カタトイ也

1 ナメト 1 1 282 ニナムシ， イクジ他

1 1<，イ7イツプロ

第1表

あ
り 、
全
国
方
言
の
分
布
の
解
釈
が
もっ
と
多
角
的
に
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
なっ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
そ
し
て
後
年
の
「
方

注7

注8

言
多
元
発
生」
説
も 、
「
方
言
孤
立
変
遷」
論
も 、
本
来 、
方
言
周

注9

圏
論
と
対
立
すべ
き
も
の
で
は
な
かっ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が 、
世

評
は
い
ま
だ
そ
の
点
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

品川町一
般に
言
語
地
図
の
解
釈
は 、
何
種
か
の
系
統
別
分
布
上
の
位
置

づ
け
を
もっ
て
開
始
す
る 。
「
鍋
牛
考」
の
八
種 、
L
A
J
の
九
種

の
系
統
分
は 、
そ
の
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
だっ
た
と
思
う 。
私
の

意
図
は
必
ず
し
も
そ
の
検
証
と
い
う
の
で
は
な
かっ
た
が 、
各
系
統

ど
と
の
細
か
い
語
形
||

狭
域
方言
辞
と 、
中
心
的
で
か
つ
勢
力
の

あ
る
広
域
方
言
形
と
の
関
係
||

語
形
比
較
お
よ
び
地
理
的
位
置
に

つ
い
て
調べ
て
み
た 。
す
る
と 、
L
A
J
「
か
た
つ
む
り」
の
複
雑

な
分
布
に
は 、
周
圏
的
事
実
も
さ
る
乙
と
な
が
ら 、
そ
れ
を
補
強
し

あ
る
い
は
修
正
す
る
よ
う
な
別
の
特
徴
も
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
い

たっ
た
の
で
あ
る 。
そ
れ
を 、
デ
ン
デ
ン
ム
シ 、
ダ
イ
ロ 、
ツ(ン)

グ
ラ
メ 、
マ
イマ
イ
の
四
系
統
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
分
析
と
い
う

形
で
あ
たっ
て
み
た
い 。

14 

二 、

デ
ン
デ
ン
ム
シ
方
言
の
分
布

L
A
J
却
に
緑
の
7
1
ク
で
示
さ
れ
た
デ
ン
デ
ン
ム
シ
系
の
語
に

つ
い
て 、
各
個
の
分
布
量
の
番
付
を
第2
表
に
あ
ら
わ
し
て
み
た 。

第1
表
の
系
統
別
明
細
で
あ
る
が 、
圧
倒
的
な
大
方
言
対
零
細
小
方

言
数
十
個
と
い
うパ
タ
ー
ン
が
乙
乙
に
顕
著
で
あ
る 。
広
域
方
言
デ

ン
デ
ン
ム
シ
に
つ
い
て
は
県
別
明
細
を
第1
図
に
示
し 、
そ
の
主
力
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かたつむり方言の変化がもっ地理的意味について

第l図 デンデンムシ県別地点数
O 調査地点に対し70%以上の県

= 同ピく50%以上

同Uく30%以上

c;-Jう
/戸〆
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o 
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かたつむり方言の変化がもっ地理的意味について

デンデンムシ類の語形一覧
地点数 | 語数 | 語形及び地点数 県別内訳(その県11: 1地点、のみの場合は県名のみ〉

1 I デ ンデンム シ倶別明細は第四11:)

11 3 デ ンデ ン 三室4， 和歌山2， 奈良， 滋賀， 岡山， 愛媛， 高知
デ ン デ ンムシムシ 栃木2， 福井2， 岩手， 山形， 新潟， 茨城， 三重， 京都， 佐賀
デデム シ 岩手2， 秋田， 石川， 稲井， 大阪， 徳島， 愛媛， 滋賀， 鹿児島， 愛知

1 I ゼ ンゼ ンム シ 広島6， 兵庫， 大分， 島狼

1 I デ ンデム シ 和歌山2， 岩手2， 宮城， 徳島， 大分

1 I デ ンデ( ン) ゴーナ 香川丸岡山， 三重

1 I デ ン デ ン ゴ 香川2， 愛媛， 広島

2 I デゴナ 三重3 /デ ンデンガ ラ モ ( ン )帖石川3

2 6 I デ(ー) ノム シ 兵庫一… シ 島根 宮日…シ 福井
大分/デ ン ベ ラ コ叫神奈川2/デボ 柑三重2/デ ク ラ メH 鹿児島2

1 38 デ ン デ ン ムデ ンデ ン プ， デ ン デ ン ゴロ， デゴ7， デ ン ゴ7， シ 7デポ 三重/レ ン
レ ン ム シ， ゼゼ ン ゴ， デ ンデコナ， デデゴナ 広島/デデカ7， デ ン デ ンデムシ 滋
賀/デ ンデ ンコ， デ ン デコ 岡山/デ ンデ ラ コ， デー ラ ク ド ン 大分/デ ンデ ン カ ラ
ムシ帖デ ン デ ンガ ラ ポ帖デ ンデラ グチ吋石川/デ ンデ ンマム シ時デ ンデ ン7-

メ時 鳥取/デ ンポロホCデ ンベロコ叫デ ンデ ン ポ岨 茨城/デ ンデ 和歌山/デ
ム シ 福井/デ ンデ ンガイ 奈良/デ ンデ ンコ・パ 香川/デ ン デ ン ゴー ラ 愛媛/デ
ンデコム シ 青森/ゼ ンムシ 福岡/テ ンテンムシ 鹿児島/デ ンデ ンムヒ ッ 長崎
/デ ンデ ン プ シ 山形/ノーデ ン 神奈川/イエ ンデレポ一 千葉/デ ンデ ンツポ

柑 愛知/デデ ンポ 島根

第2表

-印を与えた語形は. その語の分布地点近くに次のような別系の語が分布していて. それとの格互関連形と見なしう
るもの。 ・Aカタツムリ OSマイマイ， ・cマイマイツプロ 00ツポ， ・Eツポタラメ OFナメクジ

分
布
圏
の
周
辺
部
に
狭
域
方
言
が
点
在
す
る
姿
を 、
L

A
J
の
コ
ピ
ー
に
よっ
て
第2
図
と
し
て
示
し
た 。

寡
占
体
勢
に
あ
る
デン
デン
ム
シ
と
い
う
語
形
は 、

複
合
語
で
は
あ
る
が
そ
の
も
の
の
性
質
ま
た
は
形
状
を

説
明
す
る
前
部
分
と 、
ム
シ
と
い
う
所
属
を
あ
ら
わ
す

後
部
分
と
か
ら
な
る
結
合に
よっ
て 、
他
の
物
体
と
区

別
す
る
た
め
の
基
本
的
な
要
素
を
満
た
す
点
で
そ
れ
な

り
の
原
義
性
が
感
じ
ら
れ
る 。
た
だ
し
語
源
と
い
う
も

の
は 、
た
と
え
ば
デ
ン
デ
ン
を
「
山山
よ
出
よ」
に
発
し

た
と
す
る
柳
田
説
も
あ
る
が 、
地
方
に
よっ
て
は
「
出

な
い
出
な
い」
だ
と
考
え
た
り 、
「
で
ん
で
ん
太
鼓」

を
連
想
す
る
と
乙
ろ
も
あ
り
え 、
と
か
く
付
会
の
説
が

つ
き
や
す
い 。
し
か
し 、
語
源
に
関
す
る
無
意
識
な
納

得
が
そ
の
語
の
規
範
性
と
も
なっ
て
地
域
に
定
着
す
な

わ
ち
分
布
と
なっ
て
あ
ら
わ
れ
る
乙
と
は
事
実
と
思

.つ 。そ
れ
に
対
し
臼
種
の
デン
デン
ム
シ
系
狭
域
方
言
そ

れ
ぞ
れ
の
分
布
に
み
ら
れ
る
特
徴
と
語
形
の
共
通
点
を

考
え
て
み
よ
う 。
ま
ず 、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
は
広
域
の

主
力
分
布
圏の
周
辺
に
点
在
し 、
同
じ
語
形
の
も
の
が

単
独
で
ま
と
ま
る
こ
と
が
な
い 。
そ
し
て
そ
れ
に
は
次

の
四
種
類
の
性
格
の
も
の
が
あ
る
よ
う
だ 。
す
な
わ

ち 、o D 

異
方
向に
お
い
て
分
散
す
る(
盟問
宮司
児島)
分
布 。

同
方
向
に
偏
ょっ
た(0
5
包
含
3
分
布 。
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L

き
わ
め
て
限
ら
れ
た
地
点(
ピ
SF
包)いの
分
布 。

M

特
に
別
系
列
語
の
分
布
地
域
に
接
し 、
そ
の
語
自
体
混
成
(
冨FH
E)
の

も
の
の
分
布 。

以
上
で
あ
る 。
第
2
表
中 、
東
北
に
も
四
国
に
も
あ
る
デ
デ
ム
シ
は
D
分
布 、

近
畿
以
西
の
デ
ン
デ
ン
は
O
分
布
で
あ
る 。
デ
ン
デ
ン
ム
シ
ム
シ 、
デ
ン
デ
ム

シ 、
デ
ン
デ
ラ
ム
シ
は
D
分
布
語 、
ゼ
ン
ゼ
ン
ム
シ 、
デ
ン
デ
ン
ゴ 、
デ(
l)

ノ
ム
シ 、
デ
ン
デ
ン
モ
シ
は
O
分
布
語
と
み
ら
れ
る
が 、
こ
の
う
ち
デ
ン
デ
ン

ゴ
は 、
三
重
と
瀬
戸
内
に
あ
る
デ
ン
デ
(ン)
ゴ
l

ナ
や 、
広
島
の
デ
ン
デ
コ

ナ 、
三
重
の
デゴ
ナ
等
と
関
連
す
る
も
の
と
み
な
す
乙
と
に
よ
り 、
一
括
し
て

D
分
布
語
と
すべ
き
か
も
し
れ
な
い 。

デ
ン
デ
ン
ム 、
デ
ン
デ
ン
ガ
イ 、
レ
ン
レ
ン
ム
シ 、
ノ
l

デ
ン
等
の
よ
う

に 、
一
県
内
に
収
ま
る
孤
例
な
い
し
僅
少
例
は
L
分
布 、
表
で
vT
印
を
付
し
た

も
の
M
分
布
語
と
し 、
すべ
て
分
類
可
能
で
あ
る 。
た
だ
し
調
査
等
に
よっ
て

新
資
料
が
出
れ
ば 、
ど
の
語
も
ラ
ン
ク
は
変
り
う
る 。

次
に 、
そ
れ
ら
の
語
形
は 、
中
心
広
域
方
言
デ
ン
デ
ン
ム
シ
と
比
較
す
る

と 、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か 。
同
系
列
と
い
う
以
上 、
形
態

に
は
類
似
点
が
あ
る
に
し
て
も 、
そ
れ
に
は 、

I
デ
ン
デ
ン
ム
シ
と
い
う
主
力
語
の
比
較
的
単
純
な
変
化
に
よ
る
も
の

立
逆
に 、
変
化
と
は
認
め
が
た
く 、
む
し
ろ
そ
れ
以
前
の
要
素
が
認
め
ら
れ

る
も
の

E
ど
ち
ら
と
も
認
め
ら
れ
る
し 、
あ
る
い
は 、
認
め
が
た
い
も
の

以
上
の
三
種
類
が
あ
る
と
考
え
て
み
る 。

変
化
し
や
す
い
か
ど
う
か
と
い
う
の
は 、
外
見
か
ら
す
る
主
観
的
な
判
断
か

も
し
れ
な
い 。
し
か
し 、
た
と
え
ば
デ
ン
デ
ン
モ
シ
は
デ
ン
デ
ン
ム
シ
の
単
純

な
変
化
で
あっ
て
逆
で
は
な
か
ろ
う 。
音
韻
変
化
な
ら 、
ム
〉
モ 、
モ
〉
ム 、

共
に
あ
り
う
る
か
ら
そ
れ
を
もっ
て
前
後
の
判
定
を
し
難
い
は
ず
な
の
に
そ
れ

が
で
き
る
の
は 、
一
方
に 、
lム
シ
(
虫)
と
い
う
規
範
性
が
あ
る
か
ら
だ 。

ま
た 、
レ
ン
レ
ン
ム
シ
の
場
合 、
そ
の
地
方
で
d
v
r
の
傾
向
が一
般
的
だ
か

ら 、
レ
は
デ
に
還
元
さ
れ
る
ゆ
え
に
デ
ン
デ
ン
ム
シ
か
ら
の
変
化
と
判
定
す

る 。
次
に 、
デ
ン
デゴ
l

ナ
は 、

。コ
l

ナ
と
い
う
古
語
を
含
む
以
上 、
デ
ン
デ

ン
ム
シ
の
前
身
(
又
は 、
ふ
た
ど
の
兄
弟)
で
は
あ
り
え
て
も 、
後
身
で
は
な

か
ろ
う 。
ま
た 、
デゴ
マ
は 、
デ
ン
デゴ
l

ナ
の
系
類
で
あ
り
え
て
も 、
デ
ン

デ
ン
ム
シ
の
変
形
で
は
あ
り
え
な
い 。
等々
の
比
較
語
形
論
は 、
検
討
修
正
の

余
地
を
残
し
な
が
ら
も
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い 。

仮
の
私
案
を
披
露
し
て
お
く
と 、
-
類
と
し
て
デ
ン
デ
ン
ム 、
レ
ン
レ
ン
ム

シ 、
ゼ
ン
ゼ
ン
ム
シ 、
テ
ン
テ
ン
ム
シ 、
デ
ン
デ
ン
ブ
シ
(
以
上 、
単
純
な
音

韻
変化
に
よる
も
の) 、
デ
ン
デ
ン 、
デ
ン
デ
ン
ム
シ
ム
シ
(
童
語
的な
造
語

法に
よる
もの) 、
ノ
l
デン 、
シマ
デボ
(何らかの
民
間
語源の
付
加し

た
も
の)
等
が
あ
る 。
E
類
と
し
て
デ
ン
デ
(ン)
ゴ
|
ナ 、
デ
ン
デ
ン
ゴ 、

デゴ
ナ 、
デゴ
マ 、
デ
ン
デ
ン
ゴ
ロ 、
デ
ン
ゴ
マ 、
デ
ン
デ
コ
ナ 、
デ
デコ

ナ
(
以
上 、
古
語ゴ
l
ナ
を
含
む
も
の) 、
E
類
と
し
て
デ
デ
ム
シ 、
デ
ン
デ

ム
シ 、
デ
(
l)
ノ
ム
シ 、
デ
デ
ン
ボ
(
以
上 、
柳
田
説
に
従
え
ば
古
い
本
来

の
怠
味に
由
来
する
とい
う
と
と
にな
る
が、
逆
に
デ
ン
デン
ム
シ
の
単
純な

t日
畝
変化可
能な
形と
もい
え 、
「出る」
とい
う意識は
後か
ら
付加した

と
もい
え
る)
等
が
あ
る 。

そ
乙
で
以
上
の
よ
う
な
比
較
研
究
に
よ
る
評
価
と 、
さ
き
の
言
語
地
理
か、り

す
る
分
類
と
を
組
み
あ
わ
せ
て
み
る
と 、
D
分
布
す
る
も
の
に
も
I
類
(
デ
ン

デン
ム
シ
ム
シ 、
デン
デ
ラム
シ)
とE
類
(デン
デンゴ
l
ナの
類
各
語)

が
あ
る
か
ら 、
D
分
布
と
い
う
だ
け
で
は 、
そ
れ
が
中
心
語
形
よ
り
以
前
の
語

で
あ
る
か
以
後
の
語
で
あ
る
か
の
決
定
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る 。
た
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かたつむ り 方 言 の変化が もっ地理的窓味について

だ
し
そ
の
中
に
「
以
前
あ
る
い
は
同
時
発
生
の
古
い包
巴
が
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
は
い
え
る 。
次
に 、
O
分
布
お
よ
び
L
分
布
の
語
に
は
I

類

(
デ
ン
デ
ン、

ゼ
ン
ゼ
ン
ム
シ、

デ
ン
デ
ン
モ
シ、

デ
ン
デ
ン
プ
シ、

デ
ン
デ

ン
ム
ヒ
ッ 、
デ
ン
デ
ン
ム
等)
ば
か
り
多
い
の
に
対
し 、

E
類
は
な
い
と
い
う

に
近
い
状
態
で
あ
る 。
乙
の
よ
う
な
と
と
は
E
類
の
語
の
解
釈
に
少
し
参
考
に

な
る 。
す
な
わ
ち 、
デ
デ
ム
シ 、
デ
ン
デ
ム
シ 、
デ
(
l)
ノ
ム
シ 、
デ
ン
デ

ン
デ
ム
シ 、
デ
ム
シ
(
乙
の
ほ
か、

デ
デ
ゴ
ナ、

デ
ゴ
ナ、
デ
ゴ
7
な
ど
は、

デ
ン
デ
ン
ゴ
l

ナ
の
類
で
あ
る
と
と
も
に
デ
デ
ム
シ
の
類
で
も
あ
る)

等
は 、

も
し
乙
れ
が
O
分
布
を
し
て
い
れ
ば
「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
以
後
の
語」
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
が 、
事
実
は
D
分
布
を
示
し
て
い
る
の
で
「
以
前
の翠
巴
で
あ
る

可
能
性
も
あ
り 、
「
以
後
の
語」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
と
と
に
な
る 。

と
れ
を
明
ら
か
な
E
類
と
判
定
し
た
上
で
な
ら 、
D
分
布
を
示
し
て
い
る
以
上

「
以
前
の
語」
と
の
み
い
え
る
も
の
と
し
よ
う 。

と
こ
ろ
で 、
M
分
布
語
は
大
方
I

類
で
あ
る
が 、
乙
れ
は
結
局 、
別
系
列
の

tLnυ
 

踊
牛
方
言
と
の
混
成
形
で
あ
る
か
ら 、
形
態
は
所
詮 、
他
系
列
語
と
交
文
す
る

と
こ
ろ
が
あ
り 、
一
種
の
移
行
状
態
の
よ
う
な
体
を
な
す 。
た
と
え
ば
鳥
取
の

デ
ン
デ
ン
マ
|

メ
は 、
鳥
取
中
部 、
西
部
に
多
い
マ
l

メ
と 、
鳥
取
東
部
あ
た

り
か
ら
多
い
デ
ン
デ
ン
ム
シ
の
接
街
地
帯
に
あ
る
典
型
的
な
混
成
形
で
あ
る

が 、
と
れ
に
よ
っ

て
7
l

メ
(7
イ
マ
イ
の
変
形)
↓

デ
ン
デ
ン
マ
|

メ
i

デ

ン
デ
ン
ム
シ
と
い
う
変
化
の
流
れ
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
い 。
7
1

メ
に
修
飾

語
デ
ン
デ
ン
が
つ
い
て 、
そ
の
あ
と
デ
ン
デ
ン
ム
シ
に
転
化
し
た
と
い
え
な
く

も
な
い
が 、
そ
れ
な
ら
混
成
形
は
他
に
も
各
種
あ
り 、
デ
ン
デ
ン
ツ
ボ
(
ツ
プ

と
の
混
成) 、
デ
ン
デ
ン
ガ
ラ
モ
ン

(
カ
タ
ツ
ム
リ
と
の
混
成
か
?

そ
れ
と

も
デ
ン
デ
ン
ゴ
l
ラ
の
変
形
か
不
明) 、

デ
ン
デ
ン
グ
チ
(
ナ
メ
ク
ジ
ラ
と
の

混
成
か
?)
な
ど
で
は
相
手
が
変っ
て
お
り 、
そ
の
た
び
に
デ
ン
デ
ン
ム
シ
は

デ
ン
デ
ン
ー

を
但
形
と
し
て
独
立
し
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら 、
結

局
は
すべ
て
不
当
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る 。
更
に
い
う
な
ら 、
M
分
布
語
自

体
は
古
形
で
は
あ
り
え
な
い 。
そ
の
語
形
の
部
分
に 、
た
と
え
ば
ナ
メ
ク
ジ
と

か
ツ
ブ
の
よ
う
な
古
語
が
み
と
め
ら
れ
る
と
し
て
も 、
デ
ン
デ
ラ
グ
チ
や
デ
ン

デ
ン
ツ
ボ
自
体
は 、
ナ
メ
ク
ジ
や
ツ
ブ
よ
り
は
お
ろ
か 、
デ
ン
デ
ン
ム
シ
よ
り

も
新
し
い
形
で
あ
る
は
ず
で
あ
る 。

以
上
の
よ
う
に 、
狭
域
方
言
群
に
関
す
る
前
後
関
係
上
の
位
置
づ
け
を
解
決

し
て
い
っ

て
残
る
も
の
は
何
か
と
言っ
て
い
く
乙
と
が
で
き
る 。
混
成
形
は
ま

ず
最
初
に
整
理
し
う
る
類
か
も
し
れ
な
い 。
そ
し
て 、
遠
隔
地
に
分
類
し
て
な

お一
致
す
る
語
形
と
い
う
も
の
が 、
同
系
列
語
の
限
り
に
お
い
て
も
や
は
り
注

目
に
値
い
す
る 。

「
か
た
つ
む
り」
の
よ
う
に
方
言
量
の
多
い
項
目
は
他
に
も
あ
る
が 、
そ
の

よ
う
な
ζ
と
か
ら一
般
に
「
語
索」
は
「
音
韻」
や
「
ア
ク
セ
ン
ト」
に
く
ら

べ
て
可
変
範
囲
の
制
限
は
ゆ
る
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る 。
し
か
し 、

現
実
に
は

ど
の
方
言
に
も
広
義
の
語向渓
体
系
は
あ
る
か
ら 、
た
と
え
ば
踊
牛
の
と
と
を
ス

ズ
メ
と
か
ク
ジ
ラ
と
言っ
た
ら
他
の
概
念
と
衝
突
す
る
ゆ
え
に
そ
の
よ
う
な
乙

と
は
な
い 。
つ
ま
り 、
蛸
牛
を
意
味
す
る
語
形
は 、
ど
の
方
言
で
も
そ
れ
な
り

に
規
制
さ
れ
て
い
る 。
そ
し
て
そ
れ
が 、
た
と
え
ば
デ
ン
デ
ン
ム
シ
と
い
う
語

形
の
可
変
形
と
な
る
と
更
に
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る 。
按
音
の
脱
落
と
か 、
子

音
d 、
m
や
母
音
の
交
替
に
し
て
も 、
民
間
語
源
の
付
加
に
し
て
も 、
変
形
の

し
か
た
は
限
ら
れ
る
と
思
う 。
し
た
が
っ

て 、
そ
れ
が
変
化
し
易
い
と
と
な
ら

ば 、
全
国
各
地
に
もっ
と
多
く
類
似
す
る
形
が
自
然
発
生
し
て
い
て
も
良
い 。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
D
分
布
語
の
例
が
意
外
に
少
な
く 、
各
地
偶
有
の
変
化

の
種
類
が
多
く
あ
る
と
い
う
乙
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る 。
乙
の
乙
と
は
何
を
意

味
す
る
の
だ
ろ
う 。
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三 、
ダ
イ
ロ

方
言
の
位
置

L
A
J

m
は
摘
牛
方
言
の一
派
で
あ
る
ダ
イ
ロ 、
デ
1

ロ
を
う
す
緑
色
で
あ

ら
わ
し
て 、
デ
ン
デ
ン
ム
シ
類
と
区
別
し
た 。
「
鍋
牛
考」
は 、
ζ
の
ダ
イ
ロ 、

デ
l

ロ
を
デ
ン
デ
ン
ム
シ
の
亜
流
と
し
た 。
柳
田
説
で
は 、
デ
ン
デ
ン
ム
シ
の

原
義
は
「
出
よ
出
よ」
に
あ
っ

て 、
そ
れ
が
デ
1

デ
ー

を
経
て
デ
ン
デ
ン
に
変

っ
た
の
が
西
国
風
で
あ
り 、
デ
ロ
デ
ロ
を
経
て
ダ
イ
ロ
に
変っ
た
の
が
東
国
風

注U

注ロ

だ
と
い
う
の
で
あ
る 。
但
馬
の
ダ
イ
ロ
1 、

対
馬
の
ダ
イ
リ
ョ
i

は
海
路
を
経

た
飛
火
で
あ
る
が 、
出
雲
の
ダ
イ
ダ
イ
マ
ム
シ
は
東
国
と
同
じ
理
由
に
よ
る
デ

1
デ
l

ム
シ
か
ら
の
転
批
だ
と
い
う
の
で
あ
っ
た 。
そ
こ
で
は一
見 、
方
言
周

囲
論
に
逆
行
す
る
現
象
が
誇
ら
れ
た 。
つ
ま
り 、
デ
ン
デ
ン
ム
シ
i

デ
l

ロ
↓

ダ
イ
ロ
と
い
う
進
化
が 、
地
理
の
上
で
は
遠
方へ
行
く
ほ
ど
認
め
ら
れ
る
と
い

う
の
で
は
な
い
か 。
私
は
乙
乙
に
至っ
て 、
柳
田
氏
の
語
源
説
は
オ
l

ル
マ
イ

注目

テ
ィ
ー

で
は
な
い
と
感
じ
る 。

あ
ら
か
じ
め
西
国
の
場
合
を
考
え
て
デ
ン
デ
ン
ム
シ
の
分
布
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
る
と 、
語
が
広
域
制
覇
を
し
維
持
継
承
さ
れ
る
た
め
に
は 、
ひ
と
か
ど
の

規
範
性
と
時
聞
に
支
え
ら
れ
て
良
い
の
に 、
「
出
よ」
と
い
う
語
源
に
か
か
わ

ら
ず
実
際
に
は
「
出
な
い」
に
合
致
す
る
デ
ン
デ
ン
と
い
う
形
の
も
と
で
勢
力

を
ふ
る
っ

て
い
る
と
い
う
事
実
が 、
ど
と
か
で
異
常
で
あ
る 。
し
か
し 、
た
と

え
語
形
は
そ
う
で
あ
っ

て
も 、
発
端
が
普
及
の
段
階
と
意
味
を
異
に
す
る
例
は

い
く
ら
で
も
あ
る 。
ま
た 、
関
東
地
方
に
デ
l

ロ
や
デ
l

ロ
ム
シ 、
デ
ー

ロ
ン

ポ
ー

が
あ
る
の
は
事
実
で 、
そ
れ
が
「
出
ろ」
と
語
呂
が
合っ
て
語
源
意
識
が

育
ち 、
「
角
出
ろ」
す
な
わ
ち 、
ツ
ノ
ン
ダ
セ
や
ツ
ノ
デ
l

ロ 、
ツ
ノ
デ
レ
の

語
形
を
発
生
せ
し
め
て
い
る
と
と
は 、
む
し
ろ
積
極
的
に
容
認
さ
れ
る 。
と
と

ろ
が 、
す
ぐ
そ
の
片
方
で
は 、
デ
i

官
は
「
山山
ろ」
だ
と
い
う
語
源
意
識
を
喪

失
し
て 、
音
韻
的
に
誤
ま
っ
た
回
帰
(
本
来 、
意
義
不
明
と
な
っ

た
結
果
の
産

物
だ
と
思
う)
に
よ
る
ダ
イ
ロ
へ
の
転
換
が
は
じ
ま
る
な
ど
と
い
う
乙
と
が
あ

る
も
の
だ
ろ
う
か 。
右
の
素
朴
な
疑
問
は 、
や
は
り
地
理
的
位
置
に
よ
っ

て
解

決
さ
れ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る 。

L
A
J

解
説
に
よ
る
と 、
福
島
県
か
ら

新
潟
県
に
か
け
て
の
デ
l

ロ
は
[品開

ζ
乙
で
あ
っ

て
(「
禍
牛
考」
で
は 、
福
島 、
安
積

||
安
達

ーー
と
し
て
デ

ア
イ
ロ
を
収
録) 、
「
出
ろ」
の
宮市『O]
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
と
い

う
点
か
ら
の
疑
問
を
提
出
さ
れ
て
い
る
が 、
もっ
と
も
で
あ
る 。
そ
の
地
方
に

は
ツ
ノ
デ
ロ
類
も
な
く 、
デ
l

ロ
包何日
円。]
は
や
は
り
「
出
ろ」
と
意
識
さ

れ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る 。
そ
れ
に
対
し 、
ツ
ノ
デ
ロ
類
の
分
布
領
域
と
デ
l

ロ
類
の
領
域
と
が
重
な
り
あ
う 、
埼
玉 、
長
野
に
お
い
て
は 、
た
と
え
デ
l

ロ

[仏即日
同O]
が
「
出
ろ」
と
意
識
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も 、
ダ
イ
ロ
も
共
存
あ

る
い
は
隣
接
し
て
い
る
の
で
あ
る 。
今
い
う 、
デ
l

ロ
か
ら
ツ
ノ
ー
に
発
展
す

る一
方 、
ダ
イ
ロ
に
も
発
展
し
た
と
い
う
説
は
矛
盾
で
は
な
か
ろ
う
か 。

な
に
よ
り
も
注
意
すべ
き
点
と
し
て 、
と
こ
に
ダ
イ
ロ 、
デ
l

ロ
の
分
布
相

が 、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な 、
広
域
方
言
デ
ン
デ
ン
ム
シ
対
周
辺
狭
域
方
言
群

と
は
全
く
異
な
る
乙
と
を
あ
げ
た
い 。

.
ダ
イ
ロ
類
の
地
理
的
分
布
に
つ
い
て 、
ふ
た
た
び
語
形
と
地
点
数
を
表
で
示

す
(
第
3
表) 。
地
図
は
原
図
を
み
て
頂
く
方
が
良
い 。
す
る
と 、
周
辺
部
に

狭
域
方
言
を
し
た
が
え
て 、
み
ず
か
ら
は
広
域
分
布
を
な
し
て
い
る
ダ
イ
ロ 、

デ
l

ロ
自
体 、
立
派
な
広
域
方
言
で
あ
り 、
そ
の
規
範
形
と
し
て
の
正
統
性
つ

ま
り
語
源
的
な
条
件
も
備
わっ
て
い
る
乙
と
が
考
え
ら
れ
る 。
一
案
は 、
八
丈

島
の
ヤ
マ
シ
タ
ダ、、\
沖
縄
の
ス
ダ、、\
ス
ン
ダ、、\
チ
ン
ダ、、\
八
重
山
の

シ
ダ
ミ 、
チ
ダ
ミ 、
ン
ダ
ミ 、
シ
ダ
ミ 、

長
崎
県
福
江
島
の
ツ
ッ

ダ
メ
等
々
に

み
ら

れ
る 、
ダ
ミ
と
い
う
形
態
素
の
変
形
(ロ
は 、
ナ
メ
ク
ジ
ロ 、
ナ
メ
ラ

な
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かたつむ り 方 言 の変化が も っ地理的意味につい て

ダイロ類の語形一覧(ツノダセ類を除く)

地点数 | 語数 | 語 形及 び 地点数 県 別 内 訳
1 I ダイ ロ(ー〕新制5， 福島以長野日栃木 9， 群馬5， 埼玉3 ， 富山丸山形

1 I デーロ(ー)長野凡福島7， 埼玉5， 新潟2， 長崎2， 三重， 茨城， 群馬

1 I ツ ノ ンデ(ー〉口市C 埼玉5， 群馬4， 栃木2， 長野

6 I 2 I デーロデ(ー〉ロ 福島丸山形2， 新潟/ツ ネ ンデ(ー)ロ叫 群馬6

1 I ツ ノ ン ダ イ ロ 群馬3 ， 埼玉2

3 I デーロ ン 群馬4/ダイ ロダイ ロ 新潟丸山形/ダイ ダイ モシ 島根4

2 I ダイ ポロ拍 栃木2， 茨城/デーポロ判 街木， 埼玉， 三重

2 8 デー リ ョ ー 長崎2/ダイ ロ(ー)ムシ 新潟， 福島/デーロデ ン 長野2/ダイ ダi
イ 7ムシ帖 鳥取2/ヤ ンデロポ ンデロ柑 千葉2/ツ ノ デレ叫 鹿児島2/ツ ノ
デーロ叫 群馬， 岩手/チ ンニャ ンデ(ー) ラ 刊 鹿児島(奄美)2 

1 29 ダイ ロー ド ン， ダイ ポ， デーロ ンデロ 新潟/デーロムシ， ダ ン デロ， ダイ ロポ ッ
チ， メ メ ン ダイ ロ *A メ ー メ ンゲーロ帖， マ ン マ ンゲーロ帖 長野/ダイ サ ン ポ
一， ダイセ ン ポー， ダイ シ ン ダイロ， ノーシ ンデーロ， デーロ ン ドー， ツ ノ ガ ラ ダイ
シ叫ツ ノ ンガエJレキCツ ノ ゲーロ 叫 群馬/デーロデーロムシ， ダイ ロダイ ロ メ メ

ズ， ゲーノレコ. 福島/ポデロ柑ポ ンゼーJレ 判イ エ ンデレポ 千葉/ダイ ロ ン ポ叫
栃木/デーロ ンポー叫 埼玉/ゲ ン ダイ ポ 富山/ダイ コジル柑 岐阜/ベ ラ ド ン

神奈川/ジャーロー 佐賀

第3表

-印は次の他系列語との相互関連形.近辺11:'::れらの語が分布するととに注意.
*A 7イマイ， 時マイマイツプロ *cツノ(ン)ダセ *Dガイクジリ， *Eチンニヤン(デンデンムシとの相互関

速は省略}

ど
と
共
通
す
る
か)
と
い
う
乙
と
で
あ
る か
そ
れ
な
ら
ば
あ
ら
た

め
て 、
伊
勢
志
摩
の
デ
!

ロ 、
対
馬
の
デ
l

ロ
(
l) 、

デ
l
リ

注UH

ョ
l 、

出
雲 、
伯
岩田
の
ダ
イ
ダ
イ
モ
シ 、
ダ
イ
ダ
イ
マ
ム
シ 、
美

濃
揖
斐
奥
の
ダ
イ
コ
ジ
ル
(
ナ
メ
ク
ジ
ロ
と
の
混
成
か)

等
の
孤

例
と
の
遠
隔一
致
が
注
目
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る 。

ダ
イ
ロ
は 、
柳
田
氏
の
い
う
よ
う
な
「
出
よ」
の
関
東
式
「
出

ろ」
の
そ
の
ま
た
「
誤
まっ
た
回
帰」
な
ど
と
い
う
地
方
的
独
創

の
産
物
で
は
な
い
だ
ろ
う 。
む
し
ろ
逆
に
デ
l

ロ
と
い
う
形
そ
の

ほ
か
の
種
々
の
関
連
語
形
の
成
因
に 、
乙
の
地
方
に
多
い
ダ
イ
ロ

か
ら
の
連
母
音
融
合
と
い
う
音
韻
に
の
っ
とっ
た
現
象
で
あ
る
こ

と
に
加
え
て 、
「
出
ろ」
と
意
識
さ
れ
た
待
の
民
間
語
源
の
関
与

が
あ
り 、
か
っ 、
ダ
イ
ダ
イ
モ
シ 、
デ
l

ロ
デ
l

ロ
ム
シ
な
ど
か

ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
な 、
デ
ン
デ
ン
ム
シ
と
の
混
交
あ
る
い
は一

種
の
類
音
索
引
が
働
い
た
と
説
明
さ
れ
よ
う 。

四 、
九
州
ツ
(
ン)
グ
ラ
メ
と
そ
の
周
辺

古
語
の
残
存
ば
か
り
で
な
く 、
語
の
変
化
や
新
語
の
発
生
に
も

地
理
的
な
位
置
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
そ
の
地
理
的
位

置
は 、
い
わ
ゆ
る
山
間
辺
地
や
海
岸
島
し
ょ

部
と
い
う
地
勢
的
な

も
の
で
は
な
く 、
単
位
項
目
ご
と
に
複
雑
な
形
状
を
描
く
方
言
分

布
圏
と
い
う
ひ
と
つ
の
枠
の
上
で
の
周
辺
部
と
か 、
対
立
方
言
形

と
の
接
触
地
帯
と
い
う
言
語
地
理
的
な
も
の
で
あ
る 。
こ
れ
は
言

語
の
変
化
が
常
に
外
部
的
な
刺
激
に
よ
っ

て
起
る
乙
と
を
意
味
し

て
い
る 。
一
見 、
地
方
的
な
語
源
解
釈
に
よ
る
自
由
な
変
化
の
よ

う
に
み
え
る
も
の
の
な
か
に
も 、
実
は
方
言
の
外
的
接
触
に
よ
る
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ツ(ン)グ ラメ類の語形一覧

地点数 | 語数 | 語 形及 び 地 点数 県別内訳

1 I ツ ング ラ メ 宮崎以 鹿児島以 大 分2

1 I ツ グ ラ メ 鹿児島 9， 宮崎5， 熊本8， 大 分

1 I ツ プ ラ メ 鹿児島4， 宮崎， 長崎(壱岐)

2 I ズグ ラ メ 熊本5/ツ グ ラ ( ン) メ 一村 長崎5

3 4 

I
ッ…
長崎/ ツ ング リ メ (ー〕帖熊本3

6 

I
……酌 メ ー メ ーツ プロ州 大 分賄/… 鹿児島 /ズ

グ ラ メ ー帖 熊本2/ツ ノ デレ蛇 鹿児島2/ツ グ ラ ム シ 熊本2

1 21 ツ ッ ダ メ ， ツJレマ メ ジ ョ 一時 ツ グ ラ メ ンジ ョ 一 時 ツ ン グ ラ 7 イ 帖 長崎/ズグラ
7イ 帖 ツ グル メ ー州ツ ング リ マ， ツ グ ラ ミ 熊本/ツ ク ラ メ ， メ ー メ ツ グ ラ 帖
大 分/ツムジ， ミミツ ング リ .A マ イ 7イ ツ ングJレ7イ 帖7イ 7イツ ノ ダセ.ACミ
ミズ ク 州ツ ン ゴ ツ ンコ'7 メ ク ジ柑福岡/ツ ポ ク ラ メ ， ツ ン ナ メ ジ ョ 一本BC， ツ ノレ
ガ メ ジ ョ ー， ツ ノ ガ ラ メ 叫 ツ ノ ム シ叫 鹿児島

第4表

-印は次の他系列語との相互関連形。 近辺I(はこれら相手話が分布する。
内マイマイ(LAJではマイ7イ類赤色でマーク)， 時ナメクジ(又はマメクジ)町ツノ類(LAJで桃色I(マーク)

混
成
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る 。

九
州
特
有
の
ツ
(ン)
グ
ラ
メ
類
の
分
布
図
に
お
け
る
系
列
方
言
群
を
第
4

表
で一
覧
し
て
み
よ
う 。
ツ
グ
ラ
メ
と
ツ
ン
グ
ラ
メ
は
語
形
上
大
差
な
く 、

更
に
ズ
グ
ラ
メ 、
ツ
グ
ラ
ミ 、
ッ
グ
ラ
ム
シ
の
濃
い
類
似
形
は
分
布
も
交
錯
し

て
い
る
か
ら
同
じ
も
の
と
し 、
ζ
れ
と 、
乙
れ
以
外
の
語
形
と
の
対
立
を
第
3

図
に
あ
ら
わ
し
て
み
る
と 、
興
味
あ
る
関
係
が
わ
か
る 。
ツ
グ
ラ
ン
メ
l

以
下

の
少
数
語
例
の
位
置
は 、
ほ
と
ん
ど
そ
の
外
周
部
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る 。
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と
れ
ら
の
語
形
に
接
し
て
の
私
の
個
人
的
感
想
だ
が 、
ツ
ン
グ
リ
メ
!

と
か

マ
イ
マ
イ
ツ
ン
グ
ル
マ
イ
か
ら
は
「
ぐ
る
ぐ
る
巻
き」
を
連
想
す
る 。
ま
た 、

注
目

ツ
ン
グ
リ
ー

の
よ
う
な
語
形
か
ら
は
ツ
ム
グ
リ

す
な
わ
ち
「
も
ぐ
る」
を
連
想

す
る 。
乙
れ
が
「
か
た
つ
む
り」
の
「
つ
む
り」
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
な

い 。
更
に
余
談
に
な
る
が 、
静
岡
県
富
士
で
「
か
た
つ
む
り」
は
目
を
つ
む
る

よ
う
に
す
ぐ
引っ
と
む
か
ら
だ
と
考
え
て
い
た
人
が
あ
り 、
秋
田
県
仙
北
郡
で

は 、
す
ぐ
泊
ぶ
れ
る
か
ら
カ
サ
ツ
プ
リ
と
思っ
て
い
る
と
筒
い
た
と
と
が
あ

る 。
民
間
語
源
説
は
と
か
く
乙
の
よ
う
に 、
い
か
よ
う
に
も
発
展
し
う
る
が 、

各
地
で
と
の
よ
う
な
語
源
解
釈
が
競
合
し
て 、
そ
の
普
及
や
変
化
に
拍
車
が
か

か
っ

た
り 、
あ
る
い
は
維
持
の
役
割
を
果
す
ζ
と
と
思
わ
れ
る 。
し
か
し

民
間

語
源
説
の
よ
う
に 、
比
喰
的
つ
ま
り
何
か
に
な
ぞ
ら
え
る
わ
か
り
や
す
い
解
釈

で
あ
る
と 、
そ
れ
は 、
も
と
の
形
の
意
味
が
不
明
と
な
っ

て
新
し
い
意
味
が
付

会
し
て
い
る
の
だ
と
疑っ
て
み
る
必
要
も
あ
る 。
ツ
ン
ナ
メ
か
ら
ツ
ノ
ー
に
変

る
と
と
は
あ
り
え
て
も 、
そ
の
逆
は 、
わ
ざ
わ
ざ
わ
か
ら
な
く
す
る
よ
う
な
変

化
で
あ
る
か
ら
不
自
然
と
い
う
と
と
に
な
る 。
故
に
ツ
ノ
ー

は
ツ
ン
ナ
メ
す
な

わ
ち
ツ
ブ
ー
と
ナ
メ
ク
ジ
の
混
成
形
か
ら
の
触
発
と
考
え
て
み
る 。
「
角」
と

い
う

新
解
釈
が
関
与
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が 、
九
州
に
は
宮
崎
か
ら

熊



かたつむ り 方言の変化が もっ地理的意味について

第3図

え州
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斜線内に
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ツグラミ， ツグラムシ

圏外に関連方言形32種



本 、
佐
賀
K
か
け
て 、
鍋
牛
を
ナ
メ
ク
ジ
と
い
う
と
乙
ろ
が
あ
る
か
ら 、
そ
う

い
う
混
成
は
あ
り
う
る 。
ζ
れ
が
北
奥
の 、
青
森
の
ツ
ノ
コ
ダ
シ 、
ツ
ノ
ベ

コ 、
秋
田
の
ツ
ン
ケ
l

等
に
も
あ
て
は
め
う
る
と
す
れ
ば 、
「
多
元
発
生」
の

一
因
は
乙
乙
に
も
あっ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る 。
一
方 、
福
岡
県
に
マ
イ
マ
イ

が
多
い
乙
と
と
関
連
し
て 、
ツ
(
ン)
グ
ラ
メ
と
マ
イ
マ
イ
の
混
成
形
も
ま
た

多
く
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

で
は
ツ
(
ン)
グ
ラ
メ
類
の
本
来
の
形
は
何
だ
ろ
う
か 。
乙
れ
に
つ
い
て
は

「
嫡
牛
考」
が
す
で
に
い
っ

て
い
る
よ
う
に 、
円
形
物
「
つ
ぐ
ら」
「
つ
ぶ
ら」

の
意
味
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
案
に
従
い
た
い 。
意
味
が
関
与
し
て
語
形
が

普
及
し
た
の
だ
か
ら 、
周
辺
の
派
生
形
群
よ
り 、
広
域
の
主
流
方
言
が
や
ば
り

本
来
の
伝
統
あ
る
方
言
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る 。
末
端
で
は
そ
の
意
味
が
不
明

確
に
な
り 、
異
系
列
方
言
と
接
触
し
た
り
し
て
変
化
を
お
乙
す 。
し
か
し
末
端

辺
境
に
は
古
語
も
残
る 。
却
額
あ
る
外
周
狭
域
方言甲
中
た
だ
ひ
と
つ
遠
隔一
致

す
る
語
ツ
ブ
ラ
メ
は 、
ツ
(
ン)
グ
ラ
メ
等
の
前
身
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

り 、
五
島
列
島
福
江
島
に
み
え
る
ツ
ッ

ダ
メ
も 、
乙
れ
を
ツ
プ
ダ
メ
の
と
と
か

と
考
え
て
み
る
と 、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
沖
縄
諸
島
に
あ
る
ツ
ダ
ミ
そ
の
他

の
語
形
と
か
な
り
近
い
と
と
に
気
が
つ
く
の
で
あ
る 。
沖
縄
の
ツ
ダ
ミ

類
が
古

語
「
し
た
だ
み」
と
符
合
す
る
と
と
は
「
鍋
牛
考」
以
来 、
L
A
J

解
説
で
も

注
目
さ
れ
て
い
る 。
福
江
島
の
ツ
ッ

ダ
メ
が 、
ツ
ダ
ミ
の
系
列
に
入
る
も
の

か 、
ま
た
ツ
ブ
ラ
メ
の
変
化
で
あ
る
か 、
ま
た 、
両
者
の
混
成
で
あ
る
か
速
断

は
で
き
な
い 。
九
州
方
言
の
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
群
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
な
前
後
関
係
を
構
成
す
る
か
を
い
う
の
は
や
さ
し
く
な
い 。
し
か
し

形
態
だ
け
で
な
く 、
地
理
上
の
配
置
関
係
を
加
え
て
み
て
も 、
九
州
の
有
力
方

言
ツ
(
ン)
グ
ラ
メ
が 、
ツ
ブ
ラ
メ
や
ツ
y

ダ
メ
を
介
し
て 、
沖
縄
の
ツ
ダ
ミ

と
連
続
関
係
に、
あ
り 、
ダ
ミ
の
方
は
東
北
な
ど
に
あ
る
ダ
イ
ロ
と
遠
隔一
致
す

る
と
い
う
点
が
無
視
で
き
な
い 。
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五 、

混
成
形
と
混
交
分
布
帯

L
A
J
は
嫡
牛
方
言
の
見
出
し
語
仰
を
三
枚
の
地
図
に
分
け
て
い
る
が 、
そ

の
う
ち
お
語
は
地
図
二
枚
に
重
複
さ
せ
た
相
互
関
連
形
で
あ
る 。
し
か
し 、
地

図一
枚
に
色
分
け
し
て
お
さ
め
た
た
め 、
表
面
的
に
は
重
複
し
て
い
な
い
相
互

関
連
形
は
もっ
と
た
く
さ
ん
あ
り 、
小
稿
に
と
れ
ま
で
あ
げ
た
・も
の
だ
け
で 、

デ
ツ
デ
ン
ム
シ
類
日 、
ダ
イ
ロ
類
幻 、
ツ
(
ン)
グ
ラ
メ
類
弘 、
以
下
に
扱
う

7
イ
マ
イ
類
に
は
お
よ
そ
白山
積
あ
る 。
他
の
ナ
メ
ク
ジ
類 、
カ
タ
ツ
ム
リ

類
そ

の
ほ
か
に
目
を
む
け
れ
ば
更
に
ふ
え
る
が 、
お
互
い
に
重
複
も
し
あ
う 。
混
成

で
あ
る
か
ど
う
か
は
解
釈
を
要
す
る
も
の
も
あ
る 。
だ
が 、
そ
れ
ら
すべ
て
の

嫡
牛
方
言
が
相
互
関
連
す
る
状
態
を
もっ
て
全
国
規
模
の一
大
連
鎖
図
を
想
定

す
る
と
す
れ
ば 、
乙
乙
に
全
国
方
言
の
連
続
性
を
も
い
い
う
る
わ
け
で
あ
る 。

混
成
形
と
い
う
も
の
の
言
語
地
理
学
的
な
位
置
づ
け
を
し
て
お
く
と 、
比
較
言

語
学
的
な
考
察
を
す
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
と問中
う 。

マ
イ
マ
イ
に
は
大
き
く
わ
け
で 、
同
九
州
北
部 、
ω
中
国
中
部 、
ω
静
岡
か

ら
南
関
東
に
か
け
て 、
と
い
う
主
分
布
図
が
あ
り 、
こ
の
よ
う
な
分
布パ
タ
ー

ン
自
体
に
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
と
し
て
も 、
乙
乙
で
注
意
し
た
い
の

は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
図
ど
と
の
中
心
方
言
と 、
派
生
狭
域
方
言
群
と
の
関
係

に
つ
い
て
で
あ
る 。

マ
イ
マ
イ
系
方
言
(
L
A
J

m
図
の
赤
色)
は
間
程
あ
る
が 、
主
力
形
式
は

マ
イ
マ
イ
及
び
メ
l

メ
l

合
わ
せ
て
全
国
引
地
点
(
北
九
州
幻 、
中
国
中
部

四
、

静
岡
げ
て

マ
イ
マ
イ
ツ
プ
ロ
及
び
メ
|
メ
l
ツ
ブ
ロ
お
(
う
ち
関
東
却
)、

鳥
取
の
7
1
メ、

島
根、

長
崎
の
モ
イ
モ
イ
が
そ
れ
ぞ
れ
8
地
点
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で 、
以
下
は
3

種
類
が
6
地
点
分
布 、
3

種
類
が
5
地
点
分
布 、
2

種
類



かたつむ り 方 言 の変 化 が もっ地理的 意味に つ いて

が
4
地
点 、
7

葱
類
が
3
地
点 、
四
種
類
が
2

地
点 、
あ
と
位
種
類
が
1

地
点

と
い
う
分
布
配
置
で
あ
る 。
そ
の
う
ち
混
成
語
と
恩
わ
れ
る
も
の
を 、
そ
の
相

手
語
別
に
分
類
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る 。

ナ
メ
ク
ジ
(
マ
イ
マ
イ
ク
ジ
ロ
、

マ
イ
マ
イ
コ
、

マ
イ
7
イ
コ
ジ 、

7
イ
マ

イ
カ
ン
ジ
ュ
l
ロ
l 、

メ
l
メ
1

ズ 、

メ
メ
ン
ジ
ュ

ル
な
ど)
:
:
:

n

ゴ
1

ナ
(
7
イ
7
イ
ゴ
ン
ゴ
、

マ
イ
マ
イ
ゴ
ン
ジ
ョ
ー

な
ど)
:
:
:
4

ツ
ブ
リ

(
7
イ
マ
イ
ツ
プ
ロ
、

マ
イ
マ
イ
ツ
ン
ポ、

7
イ
マ
イ
ツ
プ、

メ
ー

メ
ー
タ
ツ
ボ 、

7
イ
ポ
ロ
、

ナ
イ
ポ
ロ
な
ど)
:
:
:

加

カ
タ
ツ
ム
リ

(
メ
メ
カ
タ
ツ
ム
リ、

カ
サ
メ
メ、

メ
l
メ
l

カ
イ
プ
ッ 、

メ

l
メ
l

カ
ン
ヵ 、

ヵ
l

サ
ン
マ
イ
な
ど)
:
:
:

日

ツ
ノ
(
ツ
ノ
メ
l
メ
l 、

ミ
ン
ミ
ン
ツ
ノ
ダ
セ
な
ど)
:
:
:
5

ダ
イ
ロ
(
ダ
イ
ポ
ロ
、

デ
l

ボ
ロ)
:
:
:
2

ツ
グ
ラ
メ
(
ズ
グ
ラ
マ
ィ 、

メ
l
メ
l

ツ
グ
ラ、

7
イ
マ
イ
ツ
ン
グ
ラ
マ
イ

な
ど)
:
:
:

ロ

デ
ン
デ
ン
ム
シ
(
デ
ン
デ
ン
7
1
メ、

ダ
イ
ダ
イ
7
ム
シ
な
ど)
:
:
:
4

そ
の
他
(
メ
ン
メ
ン
タ
パ
ク
口
、

7
7
デ、

マ
イ
7
イ
ド
ン
な
ど)
:
:
:
5

乙
れ
ら
混
成
語
群
が
狭
域
派
生
方
言
の
大
勢
で
あ
る 。
L
A
ー
か
ら
マ
イ
マ

イ
類
だ
け
を
抜
き
出
し
た
コ
ピ
ー

を
第
4
図 、
第
5
図
と
し
て
掲
げ
る
が 、
中

国
や
九
州
に
お
け
る
マ
イ
マ
イ
分
布
閣
は 、
い
ず
れ
も
小
稿
で
い
う
「
中
心
部

主
流
方
言
対
周
辺
部
派
生
方
言
群」
と
い
うパ
タ
ー
ン
を
し
め
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る 。

ま
ず
北
九
州
の
マ
イ
マ
イ
分
布
圏
の
南
側
面
に
は 、
前
章
で
扱っ
た
口
語
の

ツ
(
ン)
グ
ラ
メ
類
と
の
混
成
形
が
集
中
し
て
い
る 。
中
国
中
部
の
マ
イ
マ
イ

分
布
圏
に
は 、
北
の
日
本
海
側
に
デ
ン
デ
ン
マ
l

メ 、
ダ
イ
ダ
イ
マ
ム
シ
(
乙

れ
は
ダ
イ
ロ
の
系
統
か
と
思
え
る
が、
曲一
色
と
い
う

た
た
み
語
形
式
は
デ
ン
デ

マイマイ類の分布北九州第4図

(> 枠内が主力分布図

マイマイ<P以外すべて関述方言形21程

ー‘
ノ

ピ
\
/ラ
ヘ

，州戸
、ふ \‘E
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ン
と
7
イ
7
イ
の
合
成
か
と
も
岡山
え
る)
な
ど
デ
ン
デ
ン
ム
シ
と
の
混
成
形
が

あ
り 、
南
の
広
島
県一
部
に
は
マ
イ
マ
イ
ツ
ブ 、
マ
イ
マ
イ
ツ
ブ
リ
が
あ
る 。

こ
の
よ
う
に
混
成
形
が
そ
れ
だ
け
で一
群
を
な
す
よ
う
な
地
帯
を
混
交
分
布

帯
と
よ
ぷ 。
完
成
し
た
形
を
混
成
と
よ
び 、
混
と
ん
と
し
た
状
態
を
混
交
と
よ

ん
で
区
別
し
た
い 。
第
5
図
左
半
分
の
静
岡
県
駿
河
と
伊
豆
か
ら
神
奈
川 、
山

梨
の一
部
に
は 、
ヵ
サ
ッ

パ
チ 、
カ
サ
ン
ド
l

k
対
す
る 、
カ
サ
ッ

パ
チ
マ
イ

26 
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マ
イ 、
カ
(
l)

サ
ン
マ
イ 、
カ
(
i)

サ
ン
メ 、
マ
イ
マ
イ
ド
ン
が
混
交
分

布
し
て
お
り 、
遠
州
の
7
イ
マ
イ
分
布
圏
と
対
照
的
で
あ
る 。

同
図
右
半
分
の
南
関
東一
円
で
は 、
マ
イ
マ
イ
や
ツ
ブ 、
カ
タ
ッ
プ
リ 、
ナ

メ
ク
ジ
そ
の
も
の
は
少
な
い
が 、
そ
れ
ら
と
の
混
成
形
マ
イ
7
イ
コ
l

ジ
の
類

と 、
マ
イ
マ
イ
ツ
ブ
ロ
の
類
が
特
徴
あ
る
分
布
を
み
せ
て
い
る 。
す
な
わ
ち 、

マ
イ
マ
イ
コ
l
ジ
の
類
が
遠
隔
分
布
を
し
て
い
る 。
次
に 、
茨
城
県
と
栃
木
県



かたつ む り 方言 の変化が もっ地理的意味 に つ いて

境
付
近
に
分
布
す
る
マ
イ
ボ
ロ 、
ナ
イ
ボ
ロ 、
ダ
イ
ポ
ロ
の
語
群
は 、
そ
れ
が

マ
イ
7
イ
ツ
ブ
ロ
と
北
関
東
ダ
イ
ロ
と
の
混
成
語
集
団
で
あ
る
と
と
は 、
も
は

や
疑
い
な
い 。

乙
の
章
で
は 、
ζ
の
混
交
分
布
帯
の
意
義
を
強
調
し
た
い 。
混
交
分
布
帯
を

は
さ
ん
で
対
立
す
る
異
系
列
方
言
の
各
分
布
図 。
こ
と
に
従
来
言
わ
れ
て
き
た

A
B
C
分
布
に
相
当
す
るパ
タ
ー
ン
と
同
じ
状
態
が
あ
る 。
た
だ
し
通
常
い
う

A
B
C
分
布
と
は 、
A
ーB
|C
と
い
う
異
な
る
方
言
が
順
を
な
す
隣
接
分
布

を
さ
し 、
A
V
B
V
C
(
又
は
そ
の
逆)
と
い
う
伝
婚
に
対
応
す
る
も
の
と
考

注
げ

え
ら
れ
て
い
る 。
し
か
し
そ
の
B
が
混
成
形
で
あっ
て 、
A
C
を
足
し
て
2
で

割っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
と 、
そ
れ
は 、
A
V
B
〈
C
の
よ
う
な
分

布
の
展
開
が
あっ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る 。
そ
の
場
合
の

B
は 、
系
列
の
異
な
る
二
方
言A
C
の
衝
突
の
結
果
生
れ
た
折
衷
形
で
あ
る 。

衝
突
と
い
っ
て
も
方
言
は
原
野
で
合
戦
す
る
よ
う
に
双
方
対
決
協
議
す
る
と
い

う
の
で
な
く 、
ほ
と
ん
ど
は
あ
る
方
言
の
区
域
に
対
す
る
別
の
方
言
の
侵
入 、

先
行
方
言
か
ら
す
れ
ば
新
語
形
の
受
入
れ
の
と
き一
挙
に
す
る
難
を
避
け
て 、

よ
り
多
勢
の
人
の
理
解
し
や
す
い
重
複
形
を
採
用
す
る
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る 。
そ

れ
は 、
一
過
的
に
消
え
さ
る
場
合
も
あ
れ
ば 、
過
渡
的
状
態
の
ま
ま
定
着
し
た

り 、
新
た
に
勢
力
を
拡
げ
る
場
合
も
あっ
て一
様
で
は
な
い 。
そ
れ
が
全
国
分

布
を
質
量
両
面
で
複
雑
に
し
た一
因
で
あっ
た 。
こ
の
よ
う
な
例
は
多
い 。

「
蛸
牛」
方
言
の
み
に
と
ど
ま
る
特
殊
事
情
で
は
な
い 。
先
行
語
と
後
行
語
の

中
聞
に
漸
移
形
と
し
て
そ
れ
が
起
き
る
こ
と
||
乙
れ
乙
そ
言
語
地
理
上
の
ひ

と
つ
の
普
遍
的パ
タ
ー
ン
で
は
な
かっ
た
か 。

そ
れ
は 、
時
間
が
た
て
ば
A
〉
B
〉
C
の
順
で
方
言
が
整
理
さ
れ
る
方
向
に

あ
る
乙
と
を
意
味
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い 。
し
か
し
方
言
の
前
後
関
係
は
あ

く
ま
で
A
V
B
〈
C
で
あ
る
は
ず
の
も
の
だ 。
乙
の
場
合
の
B
は
B
と
あ
ら
わ

し
て 、
そ
の
分
布パ
タ
ー
ン
もA
B
C
分
布
と
し 、
従
来
の
A
B
C
分
布
と
区

別
し
て
登
用
す
る
必
要
が
あ
る 。
形
態
上
は一
見
漸
移
形
で
も
両
側
の
A
C
は

む
し
ろ
相
互
関
連
の
な
い
出
自
の
'も
の
で
あ
る
と
と
を
逆
に
証
明
し
て
い
る
姿

で
あ
る 。
A
C
は
共
に
B
よ
り
古
い
形
と
考
え 、
A
C
の
前
後
関
係
に
つ
い
て

は
別
の
手
段
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
狭
域

銭
落
単
位
に
お
い
て
の

そ
の
よ
う
な
例
は
柴
田
武
氏
に
よっ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
し 、
「
併
用
ケ
l
ス

注凶

に
も
分
布
が
あ
る」
と
い
っ
た
発
表
も 、
ζ
れ
ま
で
に
あっ
た 。
そ
れ
ら
の
問

題
も
含
め 、
混
成
形
ゃ 、
そ
の
混
交
分
布
帯
の
存
在
は 、
言
語
地
理
学
上
ひ
と

か
ど
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る 。
た
と
え
ば 、
言
語
地
図
をL
A
J
の
よ
う
に

多
色
刷
り
に
す
る
と
し
た
ら 、
場
合
に
よっ
て
は
そ
れ
ら
相
互
関
連
形
ば
か
り

を
と
り
だ
し
て
独
立
し
た
色
で
示
し
て
み
る
と 、
別
の
新
た
な
効
果
が
得
ら
れ

る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と岡山
う 。

混
成
形
が
方
言
ひ
い
て
は
国
語
の
変
遷
上
占
め
る
比
重
は
決
し
て
小
さ
く
な

い 。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
混
成
事
実
に
気
づ
く
乙
と
が
あ
り 、

と
と
に
二 、
三
の
例
を
あ
げ
て
し
め
く
く
り
と
し
よ
う 。
ま
ず
中
部
地
方
岐

阜 、
愛
知
の
全
域
と
佐
渡
島
に
勢
力
の
あ
る
「
恐
い」
の
方
言
オ
ソ
ガ
イ
は 、

西
方
オ
ソ
ロ
シ
!
と
東
方コ
ワ
イ
の
複
合
形
オ
ソゴ
ワ
イ
に
由
来
し 、
や
は

り 、
近
江 、
美
濃 、
尾
張
に一
般
的
な
動
詞
勧
誘
形
「
行コ
マ
イ 、
見
ヨ
マ

イ」
は
西
方
「
行コ
l、

見
ヨ
i」
と
東
方
(
愛
知
県
三
河
と
静
岡
県
遠
江
な

ど)
「
行
カ
マ
イ 、
見マ
イ」
の
混
成
と
解
さ
れ
る
ゆ
え
に 、
「
行
カ
マ
イ 、
見

マ
イ」
の
方
が
古
い
と
思
わ
れ
る 。
次
に
「
玉
萄
黍」
の
ト
l
モ
ロ
コ
シ
は 、

東
京 、
埼
玉
を
本
拠
地
と
し
て
意
外
に
狭
い
背
景
を
も
っ
標
準
語
で
あ
る
が 、

乙
れ
は
茨
城 、
栃
木
以
北
の
ト
l

キ
ピ
と 、
山
梨 、
長
野
の
モ
ロ
コ
シ
の
中
間

注
初

地
帯
に
あ
る
乙
と
か
ら
み
て 、
単
純
に
両
者
の
複
合
と
み
る
方
が
良
い 。
以
上

い
ず
れ
も
L
A
ー
な
ど
の
地
図
を
み
て
わ
か
る 。
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ひ
る
が
えっ
て
「
蛸
牛
考」
の
検
証
あ
る
い
は
再
構
を
い
う
な
ら 、
ま
だ 、

た
と
え
ば
マ
イ
マ
イ
と
デ
ン
デ
ン
ム
シ
の
組
み
あ
わ
せ
が
意
外
に
少
な
い
と

か 、
ナ
メ
ク
ジ
や
カ
タ
ツ
ム
リ
の
分
布
圏
や
ミ
ナ
と
い
う
語
形
の
周
辺
は
ど
う

な
の
か
な
ど
興
味
あ
る
話
題
が
残
さ
れ
て
い
る 。
ま
た 、
全
国
各
地
の
地
域
別

言
語
地
図
に
よ
る
新
資
料
を
総
合
し
た
「
日
本
言
語
地
図」
も
作
るべ
き
で
あ

る 。
だ
が 、
小
首相
の
意
図
が
言
語
地
理
学
的
な
解
釈
の
方
法
上一
助
と
すべ
き

点
の
強
調
に
あ
る
と
と
は
す
で
に
つ
く
し
た
と
思
う 。

注
1

ζ
の
方
法
は
徳
川
宗
賢
氏
「
言
語
地
図
に
お
け
る
孤
例
」
(
国
語
研
究

所
「
ζ
と
ば
の
研
究」
4
0

昭
却

。

は
じ
め
日
本
方
言
研
究
会
日
回
で
発

表
さ
れ
た
も
の)

に
負
う
と
ζ
ろ
が
多
い。

注
2

昭
和
均
年
刊
創
元
社
本
(
岩
波
文
庫
版)

注
3

L
A
J
に
も
鯛
牛
考
に
も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
語
が
広
戸
惇
氏
「
中
国

五
県
言
語
地
図
」
(
昭
ω)

に
担
語
(
総
語
数
回
の

内) 、

藤
原
与
一

氏

「
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
」
(
昭
必)

に
臼
諮
(
但
語
の

内、
「
中
国
五
県
言

語
地
図
」

に
合
ま
れ
て
い
る
若
干
も
除
く) 、

大
橋
勝
男
氏
「
関
東
地
方

域
方
言
事
象
分
布
図
」
(
昭
日)

に
臼
語
(
即
語
の

内)

あ
る
の
で 、

こ

れ
か
ら
推
定
し
た 。

な
お 、

内
田
武
志
氏
「
静
岡
県
方
言
誌
」
(
昭
日)

に
も
印
語
中
必
需
(
う
ち
「
中
国
五
県
:
:
:

」

と
共
通
す
る
も
の
が
3
語

あ
る)

あ
り、

各
地
の
詳
細
な
方
言
形
へ
の
興
味
は
尽
き
な
い。

と
の
ほ

か
全
国
各
地
の
地
図
集
に
言
及
で
き
な
い
の
が
忍
び
な
い。

注
4

「
中
国
五
県
言
語
地
図
」

に
よ
る 。
「
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
」

に
は 、

な

お
ツ
ボ
ニ
シ
(
広
島
県
向
島) 、

ヤ
プ
ニ
シ、

デ
ン
デ
ゴ
ニ
シ

(
い
ず
れ

も
広
島
県
因
島)

が
記
載
さ
れ
て
い
る 。

「
溺
戸

内
海
言
語
図
巻
」

小
豆
島
に
あ
る 。

「
蛸
牛
考」

改
訂
版
の
序
に、

注注
6 5 

い
わ
ゆ
る
方
言
周
腐
説
の
た
め
に
と
の
番
を
出
し
た
も
の
の
ご
と
く

調
っ

た
人
の
有
る
と
と
は
聴
い
て
い
る
が
(
後
略)

と
あ
る
前
後
参
照 。

注
7

長
尾
男
氏
「
偲
語
に
関
す
る
多
元
的
発
生
の
仮
説
」
(
国
語
学
幻 、
昭

位)

に
よ
る 。

注
8

金
田
一

春
彦
氏
「
辺
境
地
方
の
言
葉
は
果
し
て
古
い
か
」
(
言
語
生
活

灯 、

昭
羽)

の
論
に
楳
垣
実
氏
が
名
づ
け
た 。

注
9

「
鍋
牛
考」
(
岩
波
文
庫
版)

解
説
(
柴
田
武
氏)

に
そ
の
旨
の
記
述
が

あ
る 。

注
叩

ふ
つ
う
のロ
ロ
g
B
Z白
己O
ロ

の
訳
語
と
し
て
混
交
形
と
い
う
呼
称
が
お

と
な
わ
れ
る 。

し
か
し 、
。ロ
ロ
g
S
S
E-o
ロ
に
は
「
汚
染
」

の
意
味
が
あ

り、
「
混
交
」

に
は
「
不
整
」

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
る
の
で 、

単
語
に

は

g-
H
色
町O吋
ヨ

混
成
形
と
い
う
用
車聞
を
当
て
た
い。

注
U

L
A
J
に
は
ダ
イ
ダ
イ
マ
ム
シ、

ダ
イ
ダ
イ
モ
シ
の
記
載
が
あ
る 。

注
U

L
A
ー
に
は
デ
l
リ
ョ
l

の
記
載
が
あ
る 。

注
目

い
っ

た
い
に、
「
出
よ
」

と
い
う
よ
う
な
動
詞
命
令
形
か
ら
名
詞
に
転

化
す
る
と
い
う
発
想
は
奇
抜
の
感
が
あ
る 。

柳
田
氏
の
語
源
説
に
は
他
に

も、

た
と
えば

「
お
込

恐
」

か
ら
オ
ツ
カ
ナ
イ
が
生
じ
た
と
か、
「
西
は

ど
っ

ち
」

と
い
う
唱
え
言
か
ら
ニ
シ
ャ
l
ド
ッ
チ
(
嫡)

と
い
う
方
言
が

で
き
た
な
ど
が
あ
り、

い
ず
れ
も
付
会
の
説
と
息
わ
れ
る 。

な
お 、

小
論

の
主
旨
に
関
連
す
る
の
で
つ
け
加
え
て
お
く
と 、
ニ
シ
ャ

(
1)

ド
ッ

チ

は
静
岡
県
中
部
に
多
い
方
言
で 、

静
岡
県
西
部
の
ド
ッ

チ
と 、

東
部
に
多

い
ニ
(
l)

シ
ャ

の
混
成
形
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い。

注
U

L
A
J
で
は
7
イ
マ
イ
と
の
相
互
関
連
形
と
さ
れ
て
い
る 。

注
目

L
A
ー
に
は
な
い
が
「
崎
牛
考
」
に
あ
る 。

注
目

「
し
た
だ
み
」
は
「
鍋
牛
考」

に
す
で
に

注
意
さ
れ
て
い
る
が、
「
時
代

別
(
上
代
編)

国
語
大
辞
典」
(
三
省
堂 、

昭
必)

に
よ
る
と 、
「
小
型
の

巻
貝
の
総
称
か
」

と
あ
り、
「
日
本
国
語
大
辞
典」
(
小
学
館 、

昭
川叫)

に
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かたつむり方言の変化がもっ地理的意味について

は
佐
渡
と 、
愛
知
県
知
多
郡
の
「
き
さ
ど」
の
方
言
と
し

て
登
録
さ
れ
て

い
る 。
「
き
さ
ど」
を
ゴ
l

ナ
或
い
は
ゴ
l

ナ
イ
と
い
う
と
こ
ろ
が
各
地

に
あ
り
(「
鍋
牛
考」
に
よ
る 。
浜
名
湖
に
で
も
い
う) 、
と
れ
は
「
川
み

な」
の
変
化
形
ら
し

い
が 、
海
産
の
シ
タ
ダ
ミ

淡
水
産
の
ミ
ナ
は
全
国
方

言
で
は
ほ
と
ん
ど
交
錯
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
八
丈
島
の
ヤ
マ
シ
タ
ダ

ミ
は 、
や
は
り
「
嫡
牛」
を
い
う
隠
岐
島
の
ヤ
マ
サ
ザ
エ 、
長
崎
県
か
ら

熊
本
天
草
の
ヤ
マ
ミ
ナ
(「
嫡
牛
考」
に
は
鹿
児
島
知
覧
に
も
あ
る
と
い

う) 、
愛
媛
県
字
和
の
ヤ
マ
ニ
ナ
も
同
じ
発
怒
に
よ
っ

て
い
る
と
み
る
と

と
が
で
き
る 。
な
お
沖
縄
の
ツ
ダ
ミ 、
チ
ン
ダ
ミ

に
近
い
古
語
と
し

て
は

他
に
「
っ
た
み」
(
幼
児
が
乳
を
吐
く 。
「
時
代
別
国
語
大
辞
典」
に
よ

る)
も
あ
る 。

注
灯

柴
田
武
氏
「
言
語
地
理
学
の
方
法」
(
筑
摩
書
房 、
昭
HH)
却
ベ
l
ジ 。

注
路

同
却
ベ
l

ジ 。

注
mM

日
本
方
言
研
究
会
制
回
(
昭
臼)
の
吉
池
俊一 、
橋
本
真
理
両
氏
の
発

表 。

注
却

L
A
J
第
四
集
解
説
の
説
と
異
な
る 。

(
あ
と
が
き)

日
本
方
言
研
究
会
3
回
(
昭
叫)
で
の
グ
ロ
l

タ
l

ス
氏
の
発
表
「
崎
牛
考

再
考

1I1
中
間
報
告」
で 、
は
じ
め
て
柳
田
氏
の
説
に
検
証
の
余
地
が
あ
る
こ

と
を
知
っ

た
が、
本
格
的
に
興
味
を
持
っ

た
の
は、
徳
川
宗
賢
氏
編
「
日
本
の

方
言
地
図」
(
中
央
公
論
社 、
昭
日)
の
な
か
の
佐
藤
亮一
氏
の
記
述
か
ら
だ

っ
た。
そ
の
後 、
私
も
日
本
方
言
研
究
会
却
回
(
昭
日 、
叩)
で
粗
案
を
発

表 。
そ
の
折 、
柴
田
武
氏 、
徳
川
宗
賢
氏 、
佐
藤
亮一
氏
他
の
諸
氏
か
ら
ど

意

見
な
ど
頂
い
た
乙
と
に
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
た
い。
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